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人口の減少

1

〇2030年代の現役世代の減少が加速。
○2040年頃は、⾼齢者は増加から減少に転じ、現役世代は更なる減少で推移する⾒通し。

出典︓経済産業省「産業構造審議会2050経済社会構造部会」(H30.9）



産業の広がりと雇用影響

2

〇社会ニーズに対応した産業群の広がりと雇⽤影響への⾒通しが⽰されている。

出典︓経済産業省「新産業構造ビジョン」(H29.5.30）



技術の進展

3

〇2040年にかけて⾒込まれる技術の進展が⽰されている。（⾃動運転、ロボット、通信）

出典︓未来イノベーションWG「未来イノベーションWGからのメッセージ」(2019.3）



技術の進展

出典︓国⼟交通省ＨＰより 4

〇2040年にかけて⾒込まれる技術の進展が⽰されている。（AI、量⼦コンピューター）

出典︓未来イノベーションWG「未来イノベーションWGからのメッセージ」(2019.3）



生活価値観の傾向

5

〇⽣活価値観として、「ほどよい利便性をもった郊外で、快適な空間を楽しみながら暮らす」の
変化が大きい。（2015年⇒2018年）

出典︓野村総合研究所「⽣活者1万⼈アンケート（８回目）にみる⽇本⼈の価値観・消費⾏動の変化



余暇・消費生活の傾向

6

〇積極的にお⾦を使いたい費目では、「趣味・レクリエーション」「旅⾏」が⾼く、⾷にまつわ
る消費や「⼦どもの教育」「⼈とのつきあい・交際費」の消費が伸びている傾向がみられる。

出典︓野村総合研究所「⽣活者1万⼈アンケート（８回目）にみる⽇本⼈の価値観・消費⾏動の変化



消費意識・消費スタイルの傾向

7

〇「所有から使⽤へ」の意識は⾼まっているが、近年は頭打ちの傾向。

出典︓野村総合研究所「⽣活者1万⼈アンケート（８回目）にみる⽇本⼈の価値観・消費⾏動の変化


